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１１. 安全・防犯 

 

（１） 市民意向調査等からみられる現状と課題 
 

①安全・防犯に関する不安感 

安全・防犯に関する不安感 

● 市民意向調査で安全や防犯に関して直接的に尋ねた項目はないが、子どもの遊び場につ

いて感じることの中に、「遊び場周辺の道路が危険である」、「遊具などの設備が古くて危険

である」といった回答がそれぞれ 2 割弱みられた。またその問いの「その他」欄において、

「事件や事故に巻き込まれないか心配である」といった意見もみられた。 

● 市民意向調査の自由回答においても、子どもをねらった犯罪の増加、不審者の出没等に

ついての不安感が意見としてみられた。 

 

②地域における安全・防犯対策について 

地域における安全・防犯対策についての意見 

● 市民意向調査の自由回答において、市や学校などによる子どもの安全対策についての具

体的な意見や、地域住民も含めた地域が一体となっての安全対策についての意見がみら

れた。 

 

（２） 施策・事業の現況と課題 
 

①防犯 

１）防犯意識の啓発 

● 平成１６年１月府中市市民生活の安全確保に関する条例を施行し、府中市生活安全推進

会議で検討中である。 

 

事業 事業の目標・内容・実績等 課題等 

防犯意識の啓

発 

市・市民・事業者等が自らの責任において犯罪の

防止に努め、連携した活動を行うことにより、府中

市を「犯罪の起こさせない、犯罪が起きにくいま

ち」にし、誰もが安心して暮らせるまちづくりを推進

する。 

（現況） 情報の提供：広報月 1 回、自治会回覧板

年 4回 

● 国は、平成15年を治安回復元年として、今後3

年間で 10 年前の治安水準に回復することを目

標とする。 

● 東京都は、平成 15 年 6 月に東京都安全・安心

まちづくり条例を制定 

● 全国各地で、年々刑法犯の発生件数が増加傾

向にあり、犯罪の検挙率も低下している。ま

た、池田小学校事件等、子どもを取り巻くいた

ましい事件が後を絶たない。このような状況か

ら、市、市民協働による連携した犯罪を防止す

るための活動を実施する必要がある。 

 

２）地域安全体制 

● 防犯協会や地域住民による自主的な地域パトロールや子ども緊急避難の家の設置など、

地域での安全体制づくりを支援するとともに、防犯灯の設置を進め、夜間の安全性を高め

る。また、交番の増設やパトロールの強化を東京都に要望する。 

● 平成１６年１月府中市市民生活の安全確保に関する条例を施行し、府中市生活安全推進

会議で検討中である。 

 



 

113 

事業 事業の目標・内容・実績等 課題等 

地域安全体制 市・市民・事業者等が自らの責任において犯罪の

防止に努め、連携した活動を行うことにより府中市

を「犯罪の起こさせない、犯罪が起きにくいまち」に

し、誰もが安心して暮らせるまちづくりを推進す

る。 

（現況） 警備会社に委託し巡回警備員が巡回(月

7回）市の施設の安全点検 

各防犯関係団体のパトロール春・夏・秋

の地域安全運動 

市・市民協働による連携した活動につい

て、犯罪発生を抑制するため府中市生活

安全推進会議で検討中 

● 国は、平成15年を治安回復元年として、今後3

年間で 10 年前の治安水準に回復することを目

標とする。 

● 東京都は、平成 15 年 6 月に東京都安全・安心

まちづくり条例を制定 

● 全国各地で、年々刑法犯の発生件数が増加傾

向にあり、犯罪の検挙率も低下している。ま

た、池田小学校事件等、子どもを取り巻くいた

ましい事件が後を絶たない。このような状況か

ら、市、市民協働による連携した犯罪を防止す

るための活動を実施する必要がある。 

 

②交通安全 

１）交通安全意識の啓発 

● 交通安全協会などと連携して交通安全運動や広報活動などを実施し、交通安全意識の啓

発や交通ルールの遵守、交通マナーの向上に努め、特に交通事故の被害に遭いやすい

子どもを対象とした交通安全教育を充実する。 

 

事業 事業の目標・内容・実績等 課題等 

交通安全意識

の啓発 

市民一人一人に交通安全思想の普及・啓発を図

り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践

を習慣付け、市民自身による道路交通環境の改

善に向けた取組を推進することにより、交通事故

防止の徹底を図る。 

（現況） 春・秋の交通安全運動(各 10 日間実施） 

幼児交通安全教室職員派遣事業制度 

小学生・高齢者自転車競技大会 

交通安全市民の集い 

交通安全パレード 2回 

● 自転車の事故や飛び出し事故などが多く、ル

ール、マナーの遵守が求められている。 

 

２）歩行者の安全確保 

● 子どもや子ども連れが安心して歩行できるように、歩行空間のバリアフリー化をはじめとした

歩行者優先の道路整備を進める。 

● 車いすが通行できる歩道幅員の確保や自転車道の設置、歩車道の分離など、歩行者優先

の道路整備を進め、歩道の段差・勾配の改善、歩道上の放置自転車や違法看板の撤去な

ど、歩行空間のバリアフリー化を推進する。 

 

事業 事業の目標・内容・実績等 課題等 

あんしん歩行

エリア 

府中駅北側地区は、幼稚園、小学校、中学校、農

工大が存在し、周辺には病院や福祉施設等が多

く存在する地域であり、幅員の狭い道路では、朝

夕の通勤・通学時は歩行者・自転車が自動車と輻

輳して、危険な状態となっている。歩行空間の確

保は極めて重要であるため、あんしん歩行エリア

として設定する。 

（現況） 府中駅北側地区 230ha をあんしん歩行エ

リアに設定（15 年度） 

● 特になし 

 




